
鱗
鵬
巻
　
　
灘
舞
　
　
醗
比
溺
蕊
齢
灘
鍵
と
聴
極
海
と
の
遽
羅
航
路
（
よ
》

第
三
號
　
　
コ
鵡
○
　
（
難
八
鰍
ゾ

西
比
利
亜
の
河
燭
ミ
北
極
海
ミ
の
連
絡
航
路

（
上
）

交
學
，
工
　
内
　
田
　
寛

　
　
　
　
醐

　
今
次
の
世
界
大
戦
乱
の
影
響
に
よ
う
ぬ
露
西
亜
に
出
て

臼
海
海
岸
の
ア
〃
の
γ
ゲ
卿
（
語
語
ぎ
ご
σ
轟
ρ
．
一
）
や
ム
戸
マ
ン

（
竃
§
姦
叢
）
海
岸
の
エ
カ
ナ
リ
ナ
Q
凶
ぎ
ぼ
｝
＆
ア
レ
キ

雪
ソ
ズ
ロ
フ
ヌ
ク
（
〉
一
袋
浅
田
◎
謬
ご
等
の
港
が
亀
陸
に
は

銀
滋
に
よ
臼
て
露
難
中
蔀
の
鐵
滋
韓
線
に
連
絡
し
。
海
に

ば
北
極
海
維
由
歓
洲
大
西
洋
方
爾
行
の
航
路
に
蓮
絡
写
る

な
ど
．
北
極
海
方
葱
ぱ
交
池
上
俄
に
活
無
を
呈
し
た
が
西

死
利
亜
に
於
て
も
之
ど
購
じ
く
．
北
極
海
方
響
に
航
路
を

開
き
塾
河
州
航
路
ご
相
侯
っ
て
．
西
土
利
艶
の
濠
業
と
欧

測
大
藩
洋
方
癒
の
諸
港
と
を
悪
絡
せ
し
め
ん
と
す
る
蓮
働

が
勃
興
し
て
，
近
時
牝
繕
海
方
響
が
世
人
の
細
意
を
惹
く

に
至
っ
た
の
で
あ
る
ゆ
憤
死
利
亜
の
北
極
母
方
癒
に
は
オ

プ
（
○
ε
ユ
ニ
セ
庵
（
属
霧
凹
⑳
＆
レ
ナ
（
汀
瞬
ご
）
の
大
海
を
始

め
こ
し
て
数
多
の
河
川
が
網
黙
に
聚
達
し
て
み
る
○
い
つ

れ
も
莫
の
流
れ
穗
か
に
し
て
触
水
量
多
く
態
欝
欝
の
水
路

を
な
し
て
本
流
は
概
ね
南
か
む
北
に
流
れ
馬
殊
に
叙
土
の

三
大
河
は
西
冥
利
璽
を
南
北
に
縦
賞
し
て
ゐ
悉
Q
さ
れ
ば

北
梅
．
海
に
航
路
を
開
き
是
等
大
河
の
水
上
を
層
齢
し
ギ
、
欧

洲
と
薄
比
翼
亜
内
地
寵
を
漉
、
絡
せ
し
養
与
ん
と
は
古
く
か
ら

計
劃
せ
ら
れ
た
る
こ
と
で
あ
っ
て
．
冷
次
の
戦
瓢
に
際
し

突
動
こ
し
て
現
は
れ
た
る
も
の
で
は
な
い
◎

　
叡
上
三
大
難
の
中
、
オ
ブ
豊
ニ
セ
イ
雨
弼
の
方
諏
が
近

時
主
と
し
て
既
の
．
闘
題
に
上
っ
て
み
る
か
ら
、
鈍
に
も
圭

と
し
て
是
等
爾
河
の
水
路
の
擾
叢
を
見
博
更
に
其
等
の
河

糠
に
選
る
海
路
…
の
襲
難
噛
を
禰
兄
ズ
」
藩
薦
心
胆
津
…
絡
の
辮
…
黙
∵
¢
湛
｝



ぺ
駕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亜
政
府
も
逸
早
一
典
鰹
利
用
に
努
め
だ
結
果
、
薩
比
利
亜

　
　
　
　
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
擦
を
灌
概
す
る
オ
ブ
⑳
工
凱
セ
イ
⑲
レ
ナ
等
講
溜
の
上

　
薦
比
利
亜
の
如
く
土
地
が
電
大
で
魯
入
煙
が
稀
薄
な
る
　
流
及
び
黒
龍
江
に
於
け
る
水
運
は
漸
次
曇
達
し
て
．
其
等

，
庭
に
於
て
触
中
央
暴
挙
の
實
を
藻
げ
悪
軍
事
上
此
の
地
を
　
流
域
の
陶
螢
上
に
少
か
ら
ず
貢
献
し
た
。
．
殊
に
一
八
六
〇

蜜
定
の
地
位
に
置
き
恵
拓
殖
画
幅
の
逡
歩
を
計
ら
ん
と
す
年
野
薄
頚
が
ウ
ス
ソ
ー
（
q
・
…
ρ
三
）
河
以
東
の
地
を
獲
得
し

る
に
は
穐
交
鴻
の
梗
宜
を
必
要
と
凝
す
る
の
は
い
ふ
ま
で
　
や
が
て
瀬
潮
斯
穗
の
地
を
ト
し
て
一
大
港
市
を
設
計
し
．

も
な
い
。
露
西
亜
政
府
に
あ
り
で
、
も
．
主
こ
し
て
敢
治
軍
之
を
露
西
面
棄
方
の
門
β
と
な
し
．
又
此
の
門
芦
を
通
じ

羅
の
見
地
よ
り
旛
い
か
に
し
て
本
國
と
西
比
利
亜
と
の
交
　
て
溺
羅
利
亜
東
部
の
髄
質
開
戸
を
計
叢
す
る
に
及
び
．
〆
．
露

蓮
連
絡
を
骨
ー
べ
き
が
に
就
い
で
夙
に
翻
意
を
綿
っ
て
ゐ
．
西
亜
本
國
ご
西
風
利
亜
の
露
塵
海
海
岸
地
方
ご
を
連
絡
す

だ
◇
さ
り
な
が
ら
．
茜
比
利
亜
の
欝
然
人
，
文
の
状
態
を
以
　
る
交
蓮
路
り
必
要
を
瀕
す
る
こ
ご
切
な
る
も
の
が
あ
っ
だ

て
見
れ
ば
、
此
所
に
漸
に
妾
誕
路
を
開
瓶
す
る
の
は
容
易
靴
の
故
に
…
方
に
於
で
今
の
丙
比
利
亜
幹
線
鐵
道
に
沿
へ

の
業
で
な
い
。
そ
れ
故
に
陸
地
と
い
は
す
無
河
津
　
こ
い
は
　
る
郵
便
夢
路
を
闘
巡
写
る
と
共
に
噛
エ
エ
セ
ィ
河
の
一
支

す
．
海
洋
と
い
は
す
，
臼
然
の
早
撮
路
を
探
索
し
て
之
を
　
流
な
る
カ
ス
河
と
オ
ゾ
河
の
一
支
流
早
る
ヶ
ト
河
と
の
連

利
用
し
よ
う
と
は
，
露
画
亜
政
慮
當
局
者
が
擁
し
く
希
確
絡
繰
河
の
闘
繋
を
始
め
た
．
．
跳
の
開
難
工
鄭
は
一
千
入
鳶

し
た
る
厨
で
あ
っ
尭
。
中
に
も
孔
フ
弼
エ
ニ
セ
イ
河
は
レ
八
重
一
奪
よ
∴
千
八
百
九
＋
四
年
に
至
る
＋
ニ
ケ
年
を

ナ
河
黒
焼
御
摩
と
共
に
露
葱
購
入
の
侵
入
以
前
よ
り
既
に
　
要
し
勤
蒲
比
利
漿
縫
製
が
鶴
話
せ
ら
れ
て
か
ら
三
年
の
後

園
當
に
交
懸
路
、
し
し
て
利
零
せ
ら
れ
て
る
た
の
で
魎
露
西
　
に
竣
工
し
π
の
で
あ
る
が
．
之
に
よ
っ
て
イ
鋭
ク
ー
ツ
タ

第
騨
懸
　
　
瓢
　
鱗
　
　
擬
比
罰
戴
の
溺
親
、
・
牝
極
海
と
ゆ
濾
絡
航
路
（
ゐ
）

第
三
號
　
　
　
一
三
紬
　
（
醗
入
澱
）



欝
蹴
ハ
認
　
騰
…

（
ゴ
，
∵
四
、
巴
｛
）
市
か
．
ら
ア
ソ

セ
イ
河
本
流
に
鍛
で
．

河
U
ケ
ト
（
鑓
｛
）
演
㍊
承
り
．

憂
に
莫
の
支
流
な
る
イ

．
（
、
一
、
〔
・
9
“
じ
河
を
通
じ
て
、

メ
ン
（
、
』
’
…
慧
ゴ
ニ
ご
．
市
に
㎝

ゴ
ー
（
裟
O
蓉
ン
∴
）
毒
に
一

な
っ
た
の
で
》
の
る
ハ
）

　
西
比
利
．
亜
餓
砿
混
の
…
開
…

イ
懸
河
の
連
絡
交
池
は
一

流
の
上
滴
及
び
実
流
の

流
の
L
闇
流
む
σ
ざ
》
擾
．
比
一

脚醗

ﾍ
》
藤
目
魏
齢
欝
㌶
泡
と
の
鴇

謡
父
灘
｝
凝
織
兼
と
な
軽
魯
笠
田
…

激
に
矯
勲
せ
る
移
入
羨

し
驚
畜
滞
物
農
薫
物
ル
締

し
て
塾
警
此
利
亜
轡
凱
練
∵
の原にのう艶ラ濁イ議乏誕1．

名爵よ流絡亜ノy辞す
にご．り域に携チしる

．書すて賦よ都シ．ナこご
ぢる’g罵りにユけ共
ざ欝逢淫蕩ミて粛誓言轟∫れ：1；

るぎ1三業蕉；髭鯵慕けやごv

嫌の薫蒸みるエもオ、
／黛．工．酸欝1猛．智∫二㍗プ「

を響津軽ll豊々牝や湾・be
業も1．＝蛎船の4；／f“・：：
し勅・．襲摩舶忌醗、iS河減
て：t「乳蓮銭このji’1峰こ〆餐一難

震“購にの毘 落
口
烏
識
）
　
　
〆
第
肺
門
　
∵
・
…
一
…
轟
八
志
ハ
）

籏
控
、
殊
ビ
醜
厚
恩
方
の
小
饗
集
中
、
・
画
筆
は
大
い
に
露

頭
亜
本
鰻
及
び
欺
湖
底
翻
三
盛
に
縦
筋
せ
ら
れ
、
獣
蕊
．

獣
脂
．
羊
毛
趣
V
も
才
τ
し
て
シ
ベ
ぴ
ヤ
串
旧
藩
胤
に
義
す

る
毛
皮
と
共
に
蹴
．
灘
に
向
け
ら
る
嵐
額
が
少
く
球
、
い
．
禰

し
て
欺
溺
よ
轟
．
隷
農
．
且
ハ
及
び
其
の
．
他
講
案
外
鞍
威
服
ゆ
蕪
糧
掻

等
が
盛
に
靴
の
粗
方
に
入
込
ん
で
み
る
諺
胆
磁
っ
て
承
賂
の

外
論
・
や
オ
プ
瀦
流
域
で
は
ア
膨
窟
塚
銭
滋
瀬
轟
轟
セ
イ
瀬
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　

流
域
．
で
は
ミ
吻
ハ
シ
ン
ス
〃
つ
圃
醐
雲
鞠
窮
…
幽
評
識
簸
な
ざ
澱
比

利
璽
難
滋
の
支
線
と
晃
ら
る
．
ヅ
ご
満
面
押
歯
の
炎
瀧
路
も

鞭
羅
、
探
る
に
至
っ
た
が
．
水
路
は
渾
賃
紙
露
な
る
が
鹸
じ
．

優
に
鐵
滋
二
丈
抗
し
て
大
い
に
交
懇
請
叢
鷲
瀧
し
て
み
る

　
鳶
プ
・
ご
蔓
・
晦
．
．
爾
海
の
本
路
は
叙
上
の
上
流
地
方
に

毘
謙
ら
す
Q
｝
ム
ス
声
寮
解
紛
る
オ
ゾ
、
・
勢
…
セ
噂
藏
葱

の
婆
欝
欝
岸
の
・
論
断
に
あ
る
水
量
測
嫉
所
の
調
資
、
儲
．
大
い

に
叢
叢
し
辱
是
無
の
純
系
息
部
に
鷹
っ
て
水
漉
の
概
況
は

購
．
じ
せ
ら
蜘
．
叉
綾
諜
の
事
業
も
澱
み
て
薫
桑
繊
路
が
一

貫
し
つ
蕊
あ
贈
亀

奢習響館纂
交蟄ラシ経よみ蕪
鳥跡二Q．・ユてt）漉駕

漕蕊：観鷲薄
　　　れ　ア　　　　　　　 は

一i｝言踵謡ゾ量縛N一～灘
震鐵雷iザご・河西海将1
す．這瞬三溝本系を㌦》
るにのレ流・潟娯霧

涯評議．雛淘
壌熟　蝉で蓮鯉濃
　　　　　　　　籍
　　　　　　　　究「
　　　　　　　プ．こハ
　　、、、　憶序こ一篇

　　　　　　　ξ
　　　　　　　i　’：’・
　　　　ノ》．、・
　　　　、．雷　　　　甫搬

　　　　　　　げへ　ぬ　
　ダド

域．方壽窯2！ii・1蓬三1耀蹟三㌔

　　　炉　　　　　　　　　　　　　訴築認

　　　　　　　　二窯
　　　　　　　　鵡



　
　
　
　
糠
醐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
醗
灘
蕊
（
一
窟
W
欝
晒
は
畿
が
澱
罵
鑓
圃
鳳
丁
緯
（
ハ
∴
一
議
八
匁
）
難
準
客
五
鴫
羅

　
一
九
◎
六
年
の
講
萱
に
よ
醜
ぱ
魅
躍
プ
溝
溝
蟻
に
て
は
　
荷
船
の
最
大
な
纂
も
の
ぱ
積
載
量
騰
萬
五
千
布
度
で
あ
る

其
の
本
流
ご
イ
川
チ
シ
ユ
以
下
主
要
な
る
支
流
ご
を
含
計
　
叡
上
汽
船
及
び
荷
船
の
大
多
数
は
イ
μ
チ
シ
ユ
海
の
含
流

せ
る
延
、
長
は
約
二
萬
九
千
除
露
塁
（
一
露
は
毅
が
九
四
購
　
黙
岬
よ
り
罵
言
本
流
及
び
イ
川
勝
シ
ユ
湾
を
蛮
瓢
…
締
し
て
み
る

ふ
一
あ
ハ
照
四
｝
甑
尺
）
　
に
し
て
嵩
置
ハ
の
・
中
憂
く
山
父
泌
の
便
た
｝
き
は
　
　
本
流
に
於
ズ
、
は
窃
ゼ
ー
ス
ク
市
し
箒
り
瀬
比
利
亜
…
鴨
脚
灘
－
と
の

約
鶴
千
∴
八
纒
露
鰻
に
過
ぎ
す
舳
汽
船
の
可
航
距
離
だ
け
で
　
菖
蒲
黙
た
る
ノ
ヅ
ォ
幽
＝
ニ
ソ
イ
轟
ヌ
ス
グ
（
×
舅
◎
警
め
9
ど
罵

も
約
一
萬
澱
千
五
麗
数
十
露
璽
と
算
せ
ら
れ
て
る
る
○
薦
　
撃
、
霧
）
齋
ま
で
六
鰹
八
十
露
璽
の
闘
が
最
も
鍵
田
頻
繁
で
愚

し
て
本
流
は
王
流
の
ビ
4
ス
〃
（
票
舞
）
市
よ
島
河
騰
に
　
蔵
到
◎
奪
ビ
塞
ス
富
．
9
ナ
シ
粥
（
ぎ
・
費
＆
爾
寮
陶

至
る
ま
で
約
三
千
二
百
六
十
露
里
は
汽
離
と
瓶
じ
聯
下
流
　
で
嫉
難
解
入
貨
物
一
千
九
頁
萬
布
度
、
．
メ
川
ナ
ゥ
炉
囎
ノ
ヅ

約
二
千
露
里
は
洋
航
汽
礫
を
も
陣
し
得
る
の
で
あ
る
。
4
　
オ
一
；
ラ
希
エ
フ
ス
〃
爾
毒
聞
は
二
千
三
鷹
峯
布
度
・
総

川
テ
シ
ユ
河
の
動
き
は
露
支
騰
境
を
越
え
て
更
に
漿
吉
ま
　
計
四
千
二
羅
愚
管
蔑
を
算
し
て
み
る
、
》
併
し
ノ
ヅ
ォ
ニ
讐

で
も
汽
船
を
癒
じ
得
る
が
愉
園
境
を
．
境
と
し
て
計
算
し
て
　
ラ
熱
唱
プ
ス
グ
寮
以
下
に
あ
去
て
は
糠
沿
岸
地
方
の
地
味

も
オ
ブ
河
海
鷺
に
煙
る
ま
で
…
二
千
玉
百
除
露
…
盤
に
詰
る
の
　
肥
沃
汐
な
ら
す
．
森
林
多
く
し
て
．
都
邑
が
少
い
か
ら
悔
讐
ハ

の
で
あ
る
φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
物
の
轟
入
も
比
較
的
少
い
○
．
嘘
ル
チ
シ
ユ
河
に
於
て
は
》

　
オ
ブ
潟
河
系
の
離
隔
…
を
晃
る
に
．
　
一
九
．
一
◎
年
の
調
査
　
｝
ボ
川
ス
ク
（
同
き
遡
）
鉦
ハ
）
チ
ユ
メ
ン
愛
市
閣
隅
．
オ
ム
ス
タ

に
よ
れ
ば
な
汽
離
の
鰍
讐
数
麗
九
・
†
一
聯
蝋
韓
騰
の
総
数
閥
胃
　
市
よ
曝
蹴
上
五
…
鷺
八
十
露
塁
臨
嚇
セ
ミ
パ
ラ
テ
ン
ス
〃
露
甲

九
牽
に
し
て
．
汽
酷
の
最
大
な
る
も
の
は
積
．
載
貨
物
量
五
　
驚
登
づ
黙
黙
曇
邑
・
）
サ
婆
ナ
ン
蒙
・
瓢
雲
ご
湖
賜
が
比
較
的
交

鐵
鰹
馨

〃
暴
　
　
麗
臨
級
熱
齢
纏
糧
と
離
野
芝
と
吟
瀧
織
灘
…
縷
ハ
悉
）

第
窯
繍

（
瞬
八
毒
）



郷
賜
巻

繁
　
　
購
沈
溺
薫
ゆ
湾
州
と
脇
梅
灘
と
齢
漣
絡
航
踏
ハ
上
）

播湿

ﾖ
烈
眉
で
評
の
る
へ
、
蓬
粥
チ
シ
ユ
河
△
爲
流
麟
睡
気
τ
盗
は
轟
鐙
鳴
爆
の

地
方
が
住
民
少
く
。
園
擬
蓮
ま
す
し
て
貨
物
の
出
入
徒
だ

少
い
。
随
っ
て
現
今
納
・
舶
の
交
浮
す
る
も
の
稀
で
あ
る
が

焚
通
不
振
の
池
の
一
大
原
廻
は
北
極
海
航
路
こ
の
胆
心
の

乏
し
き
黙
に
め
つ
て
．
河
道
興
の
も
の
は
鵬
が
贋
く
水
量

　
は
多
く
触
交
濾
上
の
難
研
は
上
意
に
比
し
て
甚
だ
少
い
か

ら
．
北
梅
海
．
こ
の
連
絡
航
路
を
開
か
ん
こ
す
る
者
の
却
つ

　
て
有
利
な
る
部
鈴
ご
縫
す
る
所
で
あ
る
9
又
交
池
頻
繁
蓬

な
ら
ば
、
此
の
地
方
の
開
幾
も
爲
に
進
歩
す
べ
き
は
勿
論

　
で
あ
る
回
信
下
流
地
方
a
其
の
帰
院
地
が
上
流
中
流
に
比

し
て
不
利
で
あ
る
外
、
婁
の
地
理
上
の
位
澱
が
北
に
偏
セ

る
故
に
、
魁
舶
交
蓮
の
期
間
が
王
流
に
比
し
て
短
い
と
い

ふ
う
事
も
あ
る
Q
壌
プ
溝
沿
岸
各
地
の
水
漏
測
嫉
所
が
建

設
せ
ら
れ
て
以
來
、
或
は
三
十
副
署
は
十
階
年
間
の
辮
均

等
下
期
闘
は
、
ゼ
4
ス
〃
㊥
バ
西
ナ
ウ
剛
爾
市
闘
は
四
月
下

」
旬
よ
う
十
∴
邦
、
・
上
傭
．
に
至
る
甲
B
八
十
五
窟
㌔
バ
蝉
ナ
ウ
川
劔

、
ノ
ヴ
寛
篇
甥
フ
写
識
ツ
ス
ク
爾
市
醐
は
翠
蓋
下
旬
よ
翫
ナ

鉢
第
…
瓢
號
　
　
ご
∴
謁
　
ハ
翻
八
八
）

月
下
旬
に
樵
る
鷺
七
十
濁
鰹
愉
3
ヅ
ォ
嘱
望
ッ
イ
エ
7
ス

ク
市
ト
ム
海
　
の
合
流
黙
問
は
五
月
卜
…
旬
よ
り
十
飛
下
旬
に

至
る
葺
七
十
三
日
．
ト
ム
蹴
合
黙
二
二
川
チ
シ
ユ
合
流
黙

間
百
六
十
五
臼
．
以
下
河
耀
ま
で
は
胃
ふ
ハ
十
9
紫
野
で
．

上
流
よ
6
下
流
に
至
る
に
臨
…
ひ
為
漸
時
其
の
数
を
賊
滞
じ
毒
、

バ
川
ナ
ウ
ル
市
附
近
と
湾
資
附
…
近
と
に
於
て
は
二
十
数
総

乃
至
三
十
・
獄
の
差
が
現
は
れ
て
る
る
。

　
　
　
　
鰯

　
縛
じ
て
エ
轟
セ
イ
溝
を
見
る
に
も
　
一
九
一
〇
年
の
調
壼

に
よ
れ
ば
．
本
流
は
ミ
ヌ
シ
ソ
ス
ク
市
以
下
溜
糠
に
至
る

ま
で
約
二
千
ふ
ハ
百
余
露
里
問
は
汽
雛
を
読
掛
べ
く
，
等
ユ

セ
イ
ス
死
毒
以
下
は
洋
航
汽
船
を
も
題
じ
得
る
◎
随
っ
て

オ
ヅ
河
に
比
し
て
交
通
は
一
層
便
利
で
あ
る
け
れ
ざ
も
．

其
の
浩
岸
地
方
の
陶
費
が
一
般
に
オ
プ
測
河
系
に
比
し
て

後
れ
て
み
る
し
、
近
時
開
園
大
い
に
富
め
る
ク
ラ
ス
ノ
聖

〃
ス
ク
（
瞬
唖
建
一
3
．
翌
．
も
・
ご
ミ
訳
シ
ン
ス
ク
爾
事
聞
に
於
て

は
炎
暑
上
の
難
所
が
多
い
の
で
．
實
際
の
交
甦
は
オ
プ
瀦



の
如
く
盛
で
な
い
Q
一
九
一
〇
露
の
調
査
に
よ
れ
ば
職
汽

船
画
二
十
五
鳩
荷
三
百
三
で
三
際
離
の
最
大
な
る
は
恵
貨
物

積
載
量
踊
萬
二
千
布
度
雍
客
三
頁
の
も
の
で
共
の
他
も
オ

ブ
洌
の
も
の
よ
り
一
、
般
に
小
さ
い
○
蓮
輪
貨
物
も
随
っ
て

少
な
く
塾
一
九
一
〇
年
に
は
ク
ラ
ス
ノ
や
川
ス
ク
毒
に
て

約
一
千
萬
布
度
・
ミ
ヌ
シ
ン
ス
ク
に
て
約
二
百
五
十
萬
布

難
険
ク
ラ
ス
ノ
や
川
逸
ク
》
エ
ニ
セ
づ
ス
ク
（
《
島
副
鼠
簿
）

爾
市
問
で
百
五
十
萬
聯
奏
．
総
計
一
千
四
百
萬
布
漢
で
汽

爆
ご
荷
船
及
筏
の
蓬
縮
量
は
賂
椙
伍
し
て
み
る
。
叩
＝
一
セ

イ
ス
ク
市
以
下
に
於
て
は
深
林
叉
は
昂
原
多
く
薩
っ
て
交

蓮
蓮
楡
も
微
々
と
し
て
未
だ
大
い
に
振
は
な
い
。

　
併
し
ミ
ヌ
シ
ン
ス
ク
李
野
を
始
め
こ
し
て
瓢
ニ
セ
イ
洞

王
流
流
域
に
於
て
は
近
瞬
移
鞍
民
績
舟
入
寒
し
勤
農
業
牧

畜
盤
々
盛
蓮
に
向
ひ
磯
茎
の
生
産
顧
は
急
蓬
に
塔
擁
し
て

み
る
の
み
な
ら
す
奄
エ
ニ
セ
イ
ス
ク
購
近
に
も
地
昧
肥
沃

の
羅
野
が
人
の
家
住
陶
拓
を
待
つ
も
の
甚
だ
多
い
か
ら
，

滝
業
上
大
い
に
特
來
に
望
を
礪
せ
ら
れ
て
る
ゐ
Q
露
國
政

府
が
五
輪
エ
ユ
セ
イ
河
河
航
を
縫
働
せ
る
も
之
の
爲
で
．
測

北
極
海
航
路
こ
の
蓮
絡
が
付
け
ば
エ
ユ
セ
イ
溺
河
筋
の
交

通
産
業
の
褒
達
は
蓋
し
大
い
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ
ら
う

殊
に
下
流
の
ッ
ル
ハ
ソ
ス
ク
（
、
｛
’
ヴ
樋
p
O
ゴ
彩
叫
、
卜
い
聞
）
地
方
に
は
近

時
水
産
．
鳥
毛
．
毛
皮
の
産
出
が
多
い
か
ら
．
エ
ユ
セ
イ

ス
ク
方
面
ざ
の
河
航
が
盛
己
な
る
と
共
に
源
路
よ
b
此
の

地
に
至
る
も
の
も
あ
る
．
ワ
叉
露
麟
政
府
は
海
路
外
閣
品
の

無
終
繍
入
の
魯
も
研
究
し
て
居
う
、
海
路
の
磯
蓮
を
漿
働

し
て
み
る
G

　
エ
ニ
セ
葭
葺
の
可
箆
矯
閥
は
概
ね
五
月
上
旬
よ
う
十
翔

下
句
ま
で
の
問
に
曾
て
上
流
は
百
七
＋
騒
下
流
は
約
百
五

牽
臼
内
外
で
あ
る
。

第
四
懸
　
　
難
　
纂
　
　
賜
比
利
羅
の
演
隅
と
聴
極
海
と
の
漣
絡
航
路
（
上
）

禦
三
縄
　
　
　
＝
嵩
瀧
　
（
聡
八
九
》


